
　

No.1

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

生徒が授業でＩＣＴを有効に活用し、主
体的に学ぶことができたと回答した生徒
の割合が、

Ａ　９５％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

Ａ　９５％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

授業の学習活動の中で「表現する力・伝
える力が向上した」と感じる生徒の割合
が、

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

３年次の全商検定１級３種目以上の取得
者が、

Ａ　１２０人以上である

Ｂ　１００人以上である

Ｃ　　８０人以上である

Ｄ　　８０人未満である

授業の学習活動の中で「主体的に粘り強
く取り組む姿勢が身に付いた」と感じる
生徒の割合が、

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

令和８年度　自己評価計画書
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

１ 学習指導要領の趣旨
を活かした授業実践
に努めると共に、主
体的・対話的で深い
学びの実現と、資格
取得に向けたスキル
の習得とを両立した
授業実践に取り組
む。総合的な探究の
時間や課題研究など
の探究活動をより推
進していく。

① 国のGIGAスクール構想の実現に向
け、ICTの有効的な活用法を研究
し、生徒の主体的な学びの実現に
向けての実践を行う。

教務課
各教科

  １人１台端末を活用した授業づくりの
実践により、ＩＣＴの効果的な活用と主
体的な学びが浸透してきている。Ｒ７年
度は、Ｒ６年度と比較し、２ポイント増
加した。教員のＩＣＴの効果的な活用に
ついては、さらに研究を進める必要があ
る。今後も生徒に主体的な学びを提供で
きるよう、研究と実践を継続していく。

前期、後期に教
職員を対象にア
ンケート調査

③ 授業を中心に学校生活全般を通じ
て、表現する力・伝える力を向上
させ、社会の即戦力として活躍で
きる人材を育成する。

教務課
各教科
各学年
特活指導
課

　Ｒ７年度の肯定的評価が８８％とＲ６
年度より１ポイント下落したが、３年生
の肯定的評価の割合は９４％となってお
り、表現力の向上をねらいとした学習活
動を授業に取り入れてきた成果が出てい
ると言える。
　今年度も引き続き、学習活動はもとよ
り、学校行事などにも「表現する力・伝
える力」を発揮できる場面を多く設定し
ていく。

【満足度指標】
授業の学習活動
の中で「表現す
る力・伝える力
が向上した」と
感じる生徒が増
加している。

評価がＣ・Ｄの場
合、方法及び内容
を検討

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

【満足度指標】
生徒が授業でＩ
ＣＴを有効的に
活用することで
主体的に学ぶこ
とができてい
る。

評価がＣ・Ｄの場
合、授業方法及び
内容を検討

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

② 生徒の知識・技能や思考力・判断
力・表現力、学習への積極性を高
めるための評価を工夫・実践す
る。

教務課
各教科

　Ｒ７年度は肯定的評価が９４％とＲ６
年度より２ポイント低くなった。今後も
一層の評価材料、評価方法の蓄積を進
め、生徒を多面的に評価するために評価
方法を工夫するとともに授業改善に取り
組んでいく。

【努力指標】
生徒の知識・技
能、思考力・判
断力・表現力、
学習への積極性
を図るための評
価方法を工夫・
実践している。

生徒の知識・技能、思考力・判断力・表
現力、学習への積極性を図るための評価
方法を工夫・実践した教員の割合が、

評価がＣ・Ｄの場
合、改善策を検討

年間を通じて調
査

⑤ ３年間を通しての金商版探究プロ
グラムを作成し、総合的な探究の
時間や課題研究の探究活動の充実
に取り組む。

探究・教
育DX推進
室

　Ｒ７年度は、総合的な探究の時間や課
題研究を通して能登復興をはじめとする
地域課題に向き合ってきた結果、肯定的
評価が８９％となった。特に、３年生の
９５％という数値は、困難な状況下でも
諦めずに考え抜く力が、探究活動を通じ
て確実に内面化された。
　今年度は１・２年生に対しても、より
早期に探究の醍醐味を感じられるプログ
ラムを提供し、学校全体の探究サイクル
をさらに加速させていく。

【成果指標】
探究活動を通し
て「主体的に粘
り強く取り組む
姿勢が身に付い
た」と感じる生
徒が増加してい
る。

評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法及び
内容を検討

年間を通じて調
査

④ 各種検定試験の取組を通して学習
意欲を高める。商業科と情報交換
しながら、現状把握に努め、授
業・補習・課題をセットにした取
組を行う。

教務課
商業科
各教科

　Ｒ６年度の反省を踏まえ、年度当初よ
り３年生を含め全学年で資格取得の意欲
向上に向けて取り組んできた。Ｒ７年度
は９１名で昨年度比１.８倍となり、成
果は上がったと言える。
　今年度は、生徒への動機づけのほか、
補習体制を含め商業科全体で情報共有を
図りながら、現状把握に努め、授業・家
庭学習・補習をセットにした取り組みを
実施する。

【成果指標】
各学年でそれぞ
れの目標を持
ち、資格取得の
意欲が向上し、
取得につながっ
ている。

評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法及び
内容を検討



No.2

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

Ａ　８５％以上である

Ｂ　７５％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ａ　１００日以上である

Ｂ　　７０日以上である

Ｃ　　５０日以上である

Ｄ　　５０日未満である

Ａ　７０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　５０％以上である

Ｄ　５０％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　４０％以上である

Ｄ　４０％未満である

令和８年度　自己評価計画書
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

２ ビジネスマナー教
育、実践教育、国際
理解教育、情報リテ
ラシーを身に付けた
デジタル人材育成の
更なる充実に取り組
む。

① 相手の顔と目を見てさわやかな、
相手に伝わる挨拶を日常的に実践
し、社会に貢献できる生徒の育成
に取り組む。

生徒指導
課
全学年

　Ｒ７年度当初から授業時の挨拶につい
て学校全体で取り組んでおり、挨拶がし
やすい環境を作ってきた。生徒・保護者
の肯定的評価は横ばいではあるが、教職
員の肯定的評価がＲ６年度と比較して５
ポイント向上した。この結果から、相手
に伝わるさわやかな挨拶ができる生徒が
増えてきていると考える。
　挨拶の質をさらに高められるよう、挨
拶の大切さを常に伝え、今後とも生徒
会、教職員が連携し、より良い挨拶がで
きる生徒に育てていく。

【満足度指標】
相手の顔と目を
見てさわやか
な、相手に伝わ
る挨拶ができて
いる。

生徒が、「相手の目を見て、さわやかな
気持ちのこもった」挨拶をしていると評
価する割合が、生徒、保護者、教職員の
いずれにおいても、

評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法を検
討

前期、後期に全
生徒、保護者、
教職員を対象に
アンケート調査

② 生徒指導が主体となり、公安委
員・生徒会執行部と協力しながら
遅刻者１０人未満の日が増加する
ように活動を推進していく。

生徒指導
課
特活指導
課

　Ｒ７年度の遅刻０の日は３４日であ
り、Ｒ６年度２０日に比べ増加してい
る。数字としては残念な結果ではある
が、遅刻者に対しての具体的な取り組み
により、遅刻者数は減少しており、ある
程度の成果が見られる。
　Ｒ８年度は、保護者・担任との連携を
さらに密にし、生徒の生活リズムや基本
的生活習慣を向上させ、遅刻者減につな
げていきたい。

【成果指標】
年間を通じて遅
刻をせず、始業
時間を守ってい
る。

遅刻者１０人未満の日が年間を通じて、 評価がＣ・Ｄの場
合、指導方法を検
討

年間を通じて調
査

③ マナー教育を含めた総合的な商業
教育実践の場となっている金商デ
パートに積極的に取り組む。

特活指導
課

　Ｒ７年度肯定的な評価が７９%であっ
た。このことより、金商デパートが主体
性を育む貴重な実践の場となっているこ
とが示された。特に学年が進むにつれて
肯定的な回答は増加し、３年間の継続的
な経験が、判断力や責任感の向上に直結
していることが示された。
　Ｒ８年度はさらに、生徒が自ら考え、
行動できるようなデパートを目指し、現
状に満足せず活動をしていく。

【満足度指標】
金商デパートに
おいて商業科で
学んだ知識や技
術を生かせてい
る。

金商デパートにおいて、自ら考え、与え
られた役割以上の仕事をすることができ
たと感じる生徒の割合が、

評価がＣ・Ｄの場
合、運営方法を検
討

金商デパート終
了時に、全生徒
にアンケート調
査

評価がＣ・Ｄの場
合、授業や考査の
あり方・内容を検
討

年度末に科とし
ての独自アン
ケート調査

④ 基礎的な英語を使っての実践的な
プロダクティブ・スキル（話す
力・書く力）に重点を置いたコ
ミュニケーション能力の育成に取
り組む。

外国語科 　スモールステップでの言語活動やパ
フォーマンステストを通して、プロダク
ティブ・スキル(話す力・書く力)の向上
が見られている。
　全体では７１％超となったが、今年度
は、全学年が８０％を超えるように、
Can-Doリストを参考にしながら、活動お
よびパフォーマンステストの内容を検討
していく

【成果指標】
年間の様々な取
り組みを通し
て、英語を使っ
て自分の考えを
相手に話した
り、書いたりし
て伝える力が向
上したと生徒自
身が実感でき
る。

生徒の自己評価アンケートで、前述の能
力が「以前より向上した」と感じる生徒
の割合が、



No.3

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　８０％以上である
Ｄ　８０％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である
Ｄ　６０％未満である

３ 生徒の希望する進路
実現へ向けて、各学
年に応じた計画的な
キャリア教育に取り
組む。

① 就職希望者に対して、企業ならび
に同窓生と連携を深め、各種ガイ
ダンス機能の充実と希望企業への
実践的な面接指導を実施し、進路
実現を図る。

進路指導
課
（就職）
３学年

　Ｒ７年度は履歴書作成の変更により計
画通りガイダンスや面接指導を実施でき
ないこともあったが、生徒の進路実現に
つながった。
　Ｒ８年度のガイダンスにおいては、仕
事をする上での責任感等、人として大切
なことについても生徒に伝えていく。ま
た、売り手市場であってもしっかりと準
備をし、試験に臨めるよう機会をとらえ
て伝えていく。

令和８年度　自己評価計画書
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

【成果指標】
就職希望者にお
いて、進路実現
に向けて具体的
な取り組みがで
きている。

就職希望者において、ガイダンスや面接
指導を通じて希望の職種・業種への進路
実現を達成できたという生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

前期、後期に、
３年生就職希望
の生徒を対象に
アンケート調査

② 進学希望者に対して、ガイダンス
や補習を計画的に実施し、早期か
ら志望分野・志望校への進学意識
を高める。

進路指導
課
（進学）
２学年
３学年

　Ｒ７年度、３年生に対する学習支援
は、多極分散型の体制で実施した。特に
国公立大学受験者については、学年・教
科・課・職の枠を超えて支援体制を構築
し、延べ１５名の教員が国公立大学１３
名合格者への個別指導を行った。
　Ｒ８年度は、３年生を年度当初より速
やかに個別指導へ移行させることが重要
な課題となる。また、各校種ごとにに担
当の教員を配置し、教科との連携をさら
に強化することで、生徒の進路に応じた
適宜適切な支援体制を構築していく。

【成果指標】
進学希望者にお
いて、長期的な
視点を持って、
受験勉強に取り
組み、学力向上
に努めている。

進学希望者において、長期的な視点を
持って、受験勉強に取り組み、学力を向
上させることができたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

前期、後期に、
２・３年生進学
希望の生徒を対
象にアンケート
調査

③ １年生に対して、進路ガイダンス
や総合的な探究の時間を通じて、
就職や進学についての理解を深め
させ、進路への見通しを持たせ
る。

進路指導
課
１学年
２学年

　Ｒ７年度、１年生のガイダンスについ
ては計画通りに実施することができた。
しかし、自分事としてとらえる意識が希
薄であるように見受けられる。科目選択
時に教科科目の説明だけではなく、進路
希望においてもしっかりと考える機会を
設けていく必要がある。
　Ｒ８年度も学年団と連携を図り、進路
実現に向けて努力をする事の意義を伝え
ていく。

【成果指標】
１年生におい
て、希望する進
路に向けた具体
的な進路希望を
設定することが
できている。

進路の実現に向けて、具体的な進路希望
が設定できたと答えた生徒が、

Ｃ・Ｄの場合、取
り組みを検討

前期、後期に、
１年生の生徒対
象にアンケート
を調査



No.４

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

Ａ　９部以上である
Ｂ　８部である
Ｃ　７部である
Ｄ　７部未満である

Ａ　５競技以上である
Ｂ　４競技以上である
Ｃ　３競技である

Ｄ　２競技以下である

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

Ａ　９８％以上である
Ｂ　９５％以上である

Ｃ　９０％以上である

Ｄ　９０％未満である

Ａ　１００％である
Ｂ　９５％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

令和８年度　自己評価計画書
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

４ 心身の健康と豊かな
人間性の育成に向け
て、部活動、特別活
動、安全教育等の更
なる充実に取り組
む。また、安全教育
については、大規模
災害を想定した避難
訓練を実施する。

① 運動部の県大会において、優勝を
目指す。

特活指導
課

　県大会においてベスト４以上の成績を
収めることができた部活動数はＲ７年度
は８部、６年度およびＲ５年度は７部、
Ｒ元年度～Ｒ４年度は９部である。
　更に良い結果が出るように、練習の質
の向上、指導者の指導力向上を目指し、
指導者研修等への参加を促す。

【成果指標】
ベスト４以上の
部活動が、目標
を上回ることが
できた。

県大会でベスト４以上の運動部が、 評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討

大会報告書によ
る調査

② 文化部・商業部の県大会（総文･新
人）において団体優勝が、５競技
以上を目指す。

特活指導
課
商業科

　Ｒ７年度、高文連商業部競技大会の総
文及び新人において、団体優勝すること
ができたのは、珠算、電卓、ワープロ、
英語レシテーション、ESS部の延べ７競
技であった。また、演劇部が県合同発表
会で最優秀賞、吹奏楽部が金賞を受賞す
ることもできた。更に良い結果が出せる
ように、商業部は、講習会等への参加、
演劇部等は、全国総文石川大会へ向け
て、サポートしていく。

【成果指標】
団体での優勝
が、目標を上回
ることができ
た。

県大会（総文及び新人）で団体優勝をす
る競技が、

評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討

大会報告書によ
る調査

③ 各種委員会･生徒会活動及びボラン
ティア活動等の充実と活性化を目
指す。

特活指導
課

　Ｒ７年度は意識が高まり、Ａ評価と
なった。ボランティア委員会も年２回活
動し、積極的に学校周辺の清掃などに取
り組んだ。
　Ｒ８年度はさらに部活動や各種委員会
で実施計画を立てＲ７年度以上の取り組
みを促していく。

【成果指標】
各種委員会･生
徒会活動及びボ
ランティア活動
に自主的に取り
組めた。

各種委員会･生徒会活動及びボランティア
活動に自主的に取り組んだ生徒の割合
が、

評価がＣ・Ｄの場
合、活動内容や取
り組み方を検討

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

評価がＣ・Ｄの場
合、指導を検討

前期、後期に全
生徒を対象にア
ンケート調査

⑤ 「石川県いじめ防止基本方針」に
則り、いじめを起こさない学校づ
くりに努める。

全教職員 　どんな小さな情報も共有し、チームで
対応する体制を構築し、風通しの良い学
校づくりに努めた結果、肯定的評価が
１００%となった。これを継続できるよ
う教職員の意識・行動を一層高めてい
く。

【努力指標】
いじめの未然防
止に向け、校内
巡視や情報の交
換・共有を意識
的に行ってい
る。

いじめの未然防止に向け、意識的に行動
をしている教員の割合が、

評価がＣ・Ｄの場
合、啓発活動など
の改善策を実施

前期、後期に全
教職員を対象に
アンケート調査

④ 校舎内の清掃をきちんと行い、ゴ
ミの分別をきちんと行う意識を全
生徒が持ち、自主的に行動するこ
とを目指す。

保健環境
課

　生徒の清掃、ゴミ分別意識については
良好である。美化委員の活動を通じてさ
らなる校内美化に努めていきたい。ま
た、Ｒ７年度は教室・一部の特別教室の
ワックスがけを行うことができた。
　Ｒ８年度も美化委員会活動をさらに活
性化し、生徒が学習環境の向上を意識で
きるよう働きかけていく。

【成果指標】
美化委員及びト
イレの清掃係を
中心に清潔な環
境の維持に努
め、ゴミ分別の
意識を高めるこ
とができた。

清掃をきちんと行い、ゴミの分別をしっ
かりできる生徒の割合が、

評価がＣ・Ｄの場
合、啓発活動など
の改善策を実施

年度末に全生徒
を対象にアン
ケート調査

⑥ 生徒の安全確保を図るため、実践
的な安全教育を推進する。

総務課
全学年

　Ｒ７年度は震災により防災意識は高
く、主体的に避難行動しようとする生徒
が大部分だったが、自ら行動できず指示
を待つ生徒もいた。自らの命は自らが守
る意識が育つ取組、避難訓練が必要であ
る。
　Ｒ８年度も様々な事態を想定した避難
訓練を実施し、教職員、生徒の意識・行
動を高めていく。

【成果指標】
非常災害発生時
に自らの命は自
らが守る意識を
持ち、避難訓練
に参加できてい
る。

避難訓練の際に自らの命は自らが守る意
識を持ち、主体的に行動できたという生
徒の割合が、



No.５

主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である
Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ａ　０人である

Ｂ　１～３人である
Ｃ　４～６人である

Ｄ　７人以上である

令和８年度　自己評価計画書
石川県立金沢商業高等学校

重点目標 具体的取組

【成果指標】
１月当たりの平
均時間外勤務時
間が８０時間を
超える教職員数
の削減ができ
た。

年間の時間外勤務時間が、平均して月８
０時間を超える教職員の数が、年間で、

評価がＡ以外の場
合、対策を検討

毎月の時間外勤
務時間記録の集
計結果

【成果指標】
本校の教育活動
や生徒状況等の
理解に役立つ最
新の情報を提供
する。

「配付物やホームページ等による情報
が、教育活動の理解や生徒状況の把握に
役立つ」と評価した保護者の割合が

評価がＣ・Ｄの場
合、取り組みの方
法を検討

前期、後期に保
護者を対象にア
ンケート調査

6 教職員の多忙化改善
に向けて、業務内容
の精選と遂行方法の
改善に取り組む。

働き方改革の趣旨に則り、業務改
善に努め、教職員の時間外勤務時
間の短縮に繋げる。

全教職員 　Ｒ７年度は１人減少し、２人であっ
た。時間外勤務時間８０時間超えの主な
要因は、部活動指導、金商デパート準
備、修学旅行引率などの行事・業務に伴
うものである。特に部活動については土
日に宿泊を伴う上位大会が県外で行われ
ることが多く、業務過多となっている。
　業務の平準化に努め、削減できる業務
がないかについても見直しをかけてい
く。また、部活動休業日には定時退庁す
るという雰囲気づくりにも努めていく。

5 開かれた学校づくり
に向けて、教育活動
の成果の積極的な発
信に取り組む。

学校行事や特色ある教育活動等に
ついて、生徒・保護者・地域から
求められる情報を、ホームペー
ジ、広報誌やＰＴＡ活動等を通じ
て発信する。

総務課
各学年

　Ｒ７年度の肯定的評価の割合は８８％
であり、概ね肯定的な評価を得られるこ
とができた。
　Ｒ８年度はより充実したホームページ
となるよう、各分掌やＰＴＡや部活動と
協力し合いながらタイムリーな情報発信
や会報の発行に努めていく。


